
　

令
和
７
年
度

当
初
予
算
は
、

過
去
最
大
の

予
算
規
模
と
し
、

「
３
つ
の
施
策
」

を
柱
と
す
る『
安
心
と
夢
の
あ
る
未
来
を
拓
く

成
長
予
算
』と
し
ま
し
た
。

①「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
」の
実
現

　

孤
立
や
孤
独
を
抱
え
る
人
た
ち
に
対
し
て
、

必
要
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、地
域
全
体
で

互
い
に
支
え
合
う
こ
と
に
よ
り
、す
べ
て
の
人

が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
実
感
で
き
る
共
生
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に

は
、子
ど
も
を
ま
ん
な
か
に
据
え
た
政
策
の
ほ
か
、

女
性
が
健
康
で
活
躍
で
き
る
政
策
に
つ
い
て
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

②「
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
行
政
」へ
の
改
革

　

人
口
減
少
が
進
む
中
、あ
ら
ゆ
る
対
策
を
講

じ
る
と
と
も
に
、国
際
化
を
推
進
し
、世
界
に
開

か
れ
た
、誰
も
が
住
み
よ
い
、世
界
に
選
ば
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。さ
ら
に
は
、

Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

を
推
進
す
る
こ
と
で
、便
利
な
市
役
所
を
実
現
し
、

も
っ
と
職
員
が
市
民
の
皆
さ
ん
と
交
流
で
き
る

環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
国
土
強

靭
化
の
推
進
な
ど
、災
害
に
負
け
な
い
力
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、イ
ン
フ
ラ
の
整
備

に
も
、引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

③「
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立
」

　

大
山
田
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
都
市
計
画
道
路「
桑
名
北
部

東
員
線
」の
早
期
完
成
に
向
け
た
整
備
を
一
体

的
に
進
め
、
企
業
誘
致
を
加
速
し
、
安
定
し
た

税
収
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。さ
ら
に
は
、

「
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
多
度
学
園
の

建
設
や
桑
名
駅
の
周
辺
整
備
、そ
し
て
、６
月
に

開
所
を
迎
え
る
消
防
本
部
の
高
台
移
転
を
含
む

消
防
庁
舎
等
の
整
備
な
ど
、ま
ち
へ
の
投
資
を

積
極
的
に
行
う
こ
と
で
、ま
ち
の
魅
力
や
活
力
、

に
ぎ
わ
い
や
交
流
を
高
め
る
相
乗
効
果
を
生
み

出
し
、10
年
後
の
不
交
付
団
体
を
め
ざ
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
世
代
、世
界
中
の
皆
さ
ん
に「
選
ば

れ
る
ま
ち
」と
な
る
よ
う
、そ
し
て
、こ
れ
か
ら

の
10
年
、20
年
先
の
未
来
に
向
け
て
、さ
ら
な
る

成
長
と
発
展
が
遂
げ
ら
れ
る
よ
う「
安
心
と
夢

の
あ
る
未
来
」を
切
り
拓
く『
新
し
い
桑
名
の
ま

ち
づ
く
り
』を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

桑名市長
伊藤 徳宇

広報くわな  vol.245  令和7年5月

New！子どもの夢・未来創造事業
桑名市のすべての子どもたちを対象に、新しい世界
や将来への夢がもっと広がるよう、多様な人材を
講師とし、小・中学校やふれあい教室、学童など、子
どもが通う場での体験機会の提供拡充を図ります。

多文化共生推進事業
外国人住民が増加している中、住民ニーズを的確に
把握し、関係機関が連携して外国人の立場やニーズ
にあった生活環境整備を行うとともに、多文化共生
の実現に向けたさまざまな取り組みを実施すること
で、外国人も含めた誰にとっても安心して住みやすい、
誰一人取り残さないまちづくりをめざします。

スマートインターチェンジ等整備事業
多度南部エリアの産業誘導ゾーンおよびスマート
IC 計画地周辺における企業誘致の促進、スマート
IC 計画地周辺道路の渋滞緩和、地域住民の利便
性向上、災害時の物資輸送路ならびに避難経路の
確保のため、スマートIC および一次アクセス道路
である都市計画道路桑名北部東員線・都市計画道
路大山田播磨線を整備します。

多度地区小中一貫校建設事業
桑名市初となる施設一体型小中一貫校である義務
教育学校「多度学園」の新校舎が令和８年１月に
竣工予定です。新校舎完成に向け事業を進めます。

土地区画整備事業
桑名駅西土地区画整理事業により道路・駅前広場・
公園・下水道などの公共施設を整備し、併せて住居
などの移転補償を行い、駅西口へのアクセスの円
滑化と住環境の改善を図ります。

令和
7年度
桑名市の

予算

※企業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出の合計額です。

民生費　……�…子どもや高齢者、障害者の福祉などに要す　
　　　　　　　る経費
教育費　……��…小・中学校の教育施設や文化の向上など　
　　　　　　　に要する経費
総務費　……�…庁舎の管理、戸籍、徴税、選挙などに要する　
　　　　　　　�経費
公債費　……�…借入金の返済に要する経費
衛生費　……�…健康診断や予防接種、ごみの回収処理など　
　　　　　　　�に要する経費
土木費　……�…道路や公園の維持管理などに要する経費
消防費　………�消防や救急、防災などに要する経費
諸支出金………公営企業会計への繰出金
農林水産業費…�農林水産業の振興などに要する経費
商工費　………商工業や観光の振興などに要する経費
議会費　………議会の運営などに要する経費
その他　……�…勤労者支援などに要する経費や予備費

総額総額  1,1311,131億億4,9784,978万万33千円千円

会計 区分 前年度比
(%)令和7年度予算 令和6年度予算

一般会計 662億2,977.1万円 639億4,975.2万円 3.6

特
別
会
計

国民健康保険事業 125億2,619.8万円 128億686.7万円 ▲2.2 
介護保険事業 113億4,747.7万円 110億9,651.9万円 2.3
後期高齢者医療事業 41億378.2万円 39億4,622.3万円 4.0
地方独立行政法人桑名市総合医療センター施設整備等貸付事業 19億2,619万円 10億1,372.2万円 90.0
土地取得事業【新設】 3,000.5万円 － 皆増
小計 299億3,365.2万円 288億6,333.1万円 3.7

企
業
会
計

水道事業 65億8,394.4万円 58億1,846.2万円 13.2
下水道事業 104億241.6万円 102億1,119.5万円 1.9
小計 169億8,636万円 160億2,965.7万円 6.0

合計 1,131億4,978.3万円 1,088億4,274万円 4.0

会計別予算

歳出

問 �財政課�(☎�24－1137� FAX 24－6312)

民生費
35.3%

教育費
17.9%

総務費
11.8%

公債費
8.6%

衛生費
7.9%

土木費
7.1%

消防費
6.1%

諸支出金 2.7%
農林水産業費 1.3%

議会費
0.6% その他

0.1%

令和7年度に行う事業の一部を紹介します

歳入

国庫支出金
17.3%

市債
9.2%

依存財源
48.7%

地方
交付税
8.5%

県支出金
6.0%

その他
7.7%

自主財源
51.3%

市税
35.0%

繰入金
8.9%

分担金及び
負担金 2.8%

その他
4.6%

商工費 0.6%

市税　 ……�市民税や固定資産税などの市民の皆さ
んからの税金

繰入金 ……��各種基金などから受け入れるお金
分担金及び負担金
　　　　……特定の事業の受益者などが負担するお金

自主財源…市が自主的に調達できるお金

国庫支出金…�市の特定事業のために国から交付され
るお金

市債 ……資金調達のために市が借り入れるお金
地方交付税…�自治体が等しく事務を遂行できるよう国

から交付されるお金
県支出金……�市の特定事業のために県から交付され

るお金

依存財源…国や県から交付されるお金

一般会計 一般会計
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